
【概要】
 本⽇(12⽉24⽇）午前8時9分頃、プロセス主建屋での漏えい警報発⽣を確認したことから、現場確認
を⾏ったところ、午前9時8分にプロセス主建屋１階⻄側通路に⽔溜まりがあることを当社社員が確認
しました。

 確認された⽔溜まりは、約2ｍ×約10ｍの範囲に⽔溜まりが点在している状況であり、また、系統か
らの漏えいは確認されておりません。⽔溜まりは建屋内に留まっており、午後3時22分に拭き取りが
完了しています。

 なお、午前8時39分に運転中の第三セシウム吸着装置（以下、SARRYⅡ）を念のため停⽌し、床⾯の
拭き取り完了後の午後3時29分にSARRYⅡを起動し、午後３時34分にSARRYⅡ系統配管からの漏え
い等異常がないことを確認しています。

 溜まっていた⽔をスミア測定した結果、バックグラウンド同等であることを確認しており、引き続き
、⽔溜まりの発⽣原因の調査を⾏ってまいります。スミア測定の結果400cpm（バックグラウンド︓
300cpm）。

 また、敷地境界モニタリングポストや連続ダストモニタに有意な変動がないことを確認しています。
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